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どうなっていくのでしょう。

まず思うのは、物事の動くペースは基本的にこれま

でより大分遅くなる気がします。なぜなら「決断し

決着をつける」エネルギーが場に少なくなるし、同

じく「物事をはっきりさせようとする」意思も働きに

くくなります。この辺を司るのは男性星座の力で、

だからこそ近年はビシバシ変化が進み、物事を明

解にする方向に話が進みやすかったわけです。改

めて明るみに出たこと、たくさんあったと思います。

が、ここからは違う形で物事は動くでしょう。

ええ、女性星座が場を仕切りだしたからと言って、

何も決まらなくなるということはないと思います。

日々何かを判断し、決め、進むことは、どちらのエ

ネルギーにとっても必要だからです。

特に今回の配置、蠍座木星、山羊座土星というの

は、…何でしょう。ある意味一定の流れの“終着点”

を意味する星、配置という気がします。蠍座木星の

イメージは、すべてを煮溶かし栄養に変える「巨大

スープ釡」、山羊座土星は、全部の経験からうまみ

を引き出し自分の糧にする「濃厚だし」。そんな感

じです（笑）。どっちも時間をかけて力を引き出すも

の。で、出し切った後は…終わり。そういう世界観

がある印象です。

かつ、この二つの天体にダブルでアタックをかけて

くる配置、牡牛座に入座する天王星の影響も加味

すれば、

「これまでの日々、自分の中に眠るすべてのものの

髄まで溶かして、力に変えろ！」

「自分の持っているものを、出して出して…出し切

れ！　さらけ出してゴールを決めろ！」

こんな、フィニッシュに向けて容赦なく突っ走らせよ

うとする…、

でも、女性星座だから、直に後ろから奇声を上げて

どつくわけではなく、いわば

「満員電車で全方位的に圧力をかけられるようにあ

る方向に突き動かされる（でも誰が押しているかは

特定できない）」

的な力でそれを行使しようとする…。

そんな星の動きが、私たちへの強い影響が、予測

されるわけでございます（笑）。

あと、「前に進むことより、今を生きよう。あわよく

ば過去＆これまでの自分を清算、きっちり使い切ろ

う」みたいな方に、みんなの関心も向くように思い

ます。

先ほど出た二つの惑星が大いに「決着つけよう感」

を出しているせいもありますが、それに限らず、お

そらく男性星座に比べると女性星座は「新しいもの

より、今あるものを活用しようとする」、そういう性

質なんじゃないかと。だからこそ変化にはあまり強

くないし、言い方を変えれば粘り強い。簡単に見捨

てないし、そのかわり簡単に忘れてくれもしない。

そういうところ、あると思います。

それを考えると、この星の組み合わせの影響が特

に強い時期は（まあここからしばらくは）、ものすご

い進歩！　大躍進！　とかはあまりない代わり、「も

はやアンタッチャブルになりつつあった問題、テー

マに、いよいよ決着がつく」とか、「何だか意味も分

からずそこにあったものが、収まるところに収まる」

とか、「そろそろ芽吹いてもいいがなぜか芽吹かな

い…みたいな芽が、ついに出る！」とか。

そういうことも起こりやすいように思います。

新しい服を買うより、着まわし術を極めろ…みたい

なことかな。もしくはイメチェンかな（原型はいじら

ずに部分の変更を駆使して全体を変えようとする

あたり）。

みなさまこんにちは。まーさです。

いよいよ…いよいよ2018年がやってこようとして

います。

「この先いったいどうなる感」が私の中でこの近年

最強です！

だって、これまでの流れとものすごく変わって、変

わりつつ、変わろうとしているんだよ～～～？　知

ってます？（笑）

いや、それを知るためにここに来てくれたんでした

ね。

毎度おなじみのみなさま、ありがとう！　そしてはじ

めましてのみなさま、こんにちは。

では早速、読んでいきましょう。2018年上半期！

といいつつ、物語はすでに2017年10月から始まっ

ております。

はい、木星が天秤座から蠍座に移動してからです。

さらにその年末（12月21日）には、土星が射手座

から山羊座に移動します。

最低一年は一星座に留まるこういう大惑星が、短

期間の間に相次いで座を移すのはかなり稀。しか

も年明け５月には、長らく牡羊座にいた（大体7年）

天王星が牡牛座に移動。

これ全部、「男性星座」から「女性星座」への移動

です。

そもそも、三つの大惑星が移動したら、会社でいえ

ば部長と専務と重役が一気に入れ替わったみたい

な感じですから（汗）。もうそれ別の会社だろって

気がするところへ、今までオールおじさんだったト

ップ経営陣がいきなりおばさんに…（？）。いや、経

営陣がおばさんになるとどういう変化が起こるのか

は詳細不明ですが（笑）、でもリアルな話。身近な

直属の上司が男性なのと女性なのでは、何か毛色

が違ってくるのはわかりますよね。

そうだなあ、「よしとするものの差」「雰囲気感」の

差でしょうか。

これが、この先どんどん、これまでとは何かが違う

…という実感として出てくると思います。

そのとき、「あ、ボスがおばさんになったからだ…」

と思い出してください。

しかもですね、これまあ大事なところだからもうち

ょっと引っ張りますが。

そもそも私が＆一般的な占星術で見る天体の数っ

て、大体太陽、月、水星、金星、火星までの“個人

天体”５個と、木星、土星、天王星、海王星、冥王星

の５個。計10個っていうパターンが多いのですが。

今回移動していない海王星、冥王星もすでに魚座、

山羊座にいますので、これも女性星座…つまりは

「おばさん」です（汗）。

はい、私たちの社会、環境、状況にかなりの影響を

与えてくる外周惑星が全部女性星座なんです。

これ、多分私が本格的に星を読みだしてからも初め

てのことではないかと（また後で調べてみますが）。

ねえ？　なんかわからないけど、すごい感じがする

でしょう？

ちなみに、ここに至るまでの間は結構男性星座が

優勢な時期も多かったんですよ。

火の星座に大惑星が集まる時期も長かったですし

（火の星座は全部男性星座）、木星が女性星座に

いた、二個前の乙女座木星期も土星は射手座（柔

軟宮のグランドクロスがきつかった）。その前の前、

蟹座木星のときは…蠍座木星ですから（天王星は

牡羊座。これ以外は女性星座）、このときが比較

的近いけど、2018年のそろい踏み状態には至りま

せん。

で、これだけ女性星座に大惑星が集まると、今後は

2018 年上半期の総
論


